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鎌
倉
期
に
お
け
る『
文
鳳
抄
』『
擲
金
抄
』の
享
受

大
木　

美
乃

一
、
は
じ
め
に

　

平
安
中
期
に
句
題
詩
（
漢
字
五
文
字
か
ら
な
る
詩
題
を
も
つ
詩
）
の
構
成
方
法
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
貴
族
た
ち
が
詩
を
詠
む

こ
と
を
容
易
に
し
た
。
詩
宴
が
頻
繁
に
催
さ
れ
る
中
で
、作
詩
の
指
南
書
の
編
纂
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
平
安
後
期
に
は
、

中
国
の
類
書
（
徐
堅
撰
『
初
学
記
』
等
）
に
倣
っ
た
本
朝
の
類
書
編
纂
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
く
。

　

続
く
鎌
倉
期
に
お
い
て
も
詩
宴
は
頻
繁
に
催
さ
れ
、
多
く
の
対
句
語
彙
集
や
秀
句
抄
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ど
は
佚
書
で
あ
る
。

そ
の
為
、
現
存
す
る
『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
は
、
当
時
の
対
句
語
彙
集
の
姿
を
窺
う
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
資
料
だ
と
言
え
よ
う
。
本

稿
で
は
、
こ
う
し
た
対
句
語
彙
集
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
際
に
二
書
が
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
詩
懐
紙
の
内
容
を
考
察
し

て
い
き
た
い
。
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二
、『
文
鳳
抄
』、『
擲
金
抄
』
に
つ
い
て

　

最
初
に
、『
文
鳳
抄
』、『
擲
金
抄
』
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
『
文
鳳
抄
』
は
、
菅
原
為
長
（
一
一
五
八
〜
一
二
四
六
）
が
撰
し
た
対
句
語
彙
集
で
あ
る
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
山
崎
誠
氏
が
嘉
禎
元

年
（
一
二
三
五
）
頃
と
指
摘
し
た1

。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
間
洋
一
氏
は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
頃
か
ら
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
頃
と

考
察
し
た2

。
本
書
の
構
成
は
、
天
象
部
、
歳
時
部
、
地
儀
部
の
よ
う
な
中
国
の
類
書
に
倣
っ
た
部
立
か
ら
な
る
巻
と
略
韻
や
一
字
抄
を
収
め

る
巻
か
ら
な
る
。
各
部
立
は
、
前
半
部
に
一
字
の
見
出
し
語
（
た
と
え
ば
、
天
、
日
、
月
等
）
を
、
後
半
部
に
二
字
の
見
出
し
語
（
双
貫
語

と
い
う
。
た
と
え
ば
日
月
、
月
露
等
）
を
収
め
る
。
そ
し
て
、
見
出
し
語
毎
に
関
連
す
る
対
語
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
語
の
一
部

に
は
典
拠
と
な
る
注
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
『
擲
金
抄
』（
存
巻
中
下
、
巻
中
の
一
部
闕
）
も
ま
た
、『
文
鳳
抄
』
と
同
様
の
構
成
を
も
つ
対
句
語
彙
集
で
あ
る
。『
文
鳳
抄
』
と
大
き
く

異
な
る
点
は
二
つ
あ
る
。
一
点
目
は
、『
文
鳳
抄
』
で
は
、
同
一
部
立
内
に
あ
る
非
双
貫
語
と
双
貫
語
と
を
別
立
に
し
、
新
た
に
双
貫
部
を

設
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
対
句
を
形
成
し
な
い
例
句
の
み
を
収
め
る
絶
句
部
を
設
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
佐
藤
道
生
氏
は
、
所

収
句
等
の
整
理
を
通
じ
て
、
撰
者
は
南
家
の
儒
者
・
藤
原
孝
範
（
一
一
五
八
〜
一
二
三
三
）
で
あ
り
、
成
立
時
期
は
孝
範
が
大
内
記
の
職
に

あ
っ
た
建
永
か
ら
承
元
（
一
二
〇
六
〜
一
二
一
〇
）
頃
と
考
察
す
る3

。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
書
の
撰
者
や
成
立
時
期
等
の
整
理
は
、
詳
し
く
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
二
書
は
、
作
詩
の
為
の
指
南
書
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
利
用
方
法
や
成
立
後
の
利
用
状
況
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
次
節
以
下
で
は
、
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二
書
が
成
立
し
た
鎌
倉
期
の
詩
懐
紙
か
ら
対
句
語
彙
集
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
更
に
、
成
立
後
の
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
い
と
考
え
る
。

三
、
句
題
詩
の
構
成
方
法

　

こ
れ
ら
の
対
句
語
彙
集
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
を
説
明
す
る
。
句
題
詩
と
は
、
漢
字
五
文
字
の
詩
題
（
句
題
）

を
も
つ
詩
の
こ
と
で
あ
る
。
句
題
に
は
、
古
句
の
一
句
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
題
者
の
案
出
す
る
新
題
が
増

え
て
い
っ
た
。
句
題
詩
は
、
当
時
の
一
般
的
な
詩
体
に
倣
い
、
大
半
が
七
言
律
詩
で
作
ら
れ
た
。
七
言
律
詩
で
あ
れ
ば
、
押
韻
、
平
仄
、
頷

聯
・
頸
聯
を
対
句
に
す
る
と
い
う
近
体
詩
の
規
則
を
守
れ
ば
良
い
が
、
平
安
中
期
以
後
の
句
題
詩
に
は
、
本
邦
独
自
に
形
成
さ
れ
た
規
則
が

存
在
し
た4

。

　

首
聯
（
一
句
目
・
二
句
目
）
で
は
、
詩
題
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
五
文
字
を
全
て
用
い
て
題
意
を
表
現
す
る
。
こ
の
聯
を
「
題
目
」
と

呼
ぶ
。
な
お
、
詩
題
の
五
文
字
を
こ
の
聯
以
外
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

　

頷
聯
（
三
句
目
・
四
句
目
）
と
頸
聯
（
五
句
目
・
六
句
目
）
で
は
、
句
題
の
五
文
字
を
用
い
ず
に
題
意
を
敷
衍
す
る
。
こ
れ
を
「
破
題
」

と
呼
ぶ
。
句
題
は
、
実
字
（
名
詞
）
と
虚
字
（
名
詞
以
外
の
品
詞
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
頷
聯
・
頸
聯
で
は
、
少
な
く
と
も
実
字
を
別
の
語

に
言
い
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
聯
で
は
、
故
事
を
用
い
て
題
意
を
表
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
場
合

は
「
破
題
」
で
は
な
く
「
本
文
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
句
題
は
、
双
貫
語
と
い
う
並
列
構
造
を
も
つ
二
字
の
熟
語
（
山
水
、
河
海
等
）
を
含
む

場
合
が
あ
る
。
原
則
と
し
て
破
題
は
、
句
毎
に
完
結
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
双
貫
語
の
場
合
、
一
句
中
に
全
て
を
詠
み
込
む
こ
と
が
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困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
双
貫
語
を
上
句
と
下
句
に
分
け
、
破
題
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。
た
と
え
ば
、
詩
題
が
「
山
水
」
を
含
む
場
合
、

上
句
で
「
山
」
を
言
い
換
え
た
な
ら
ば
、
下
句
で
「
水
」
を
言
い
換
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

尾
聯
（
七
句
目
・
八
句
目
）
に
至
り
、
は
じ
め
て
詩
の
作
者
は
自
身
の
心
情
を
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
述
懐
」

と
呼
ぶ
。
内
容
と
し
て
は
、
詩
宴
の
主
催
者
や
詩
宴
の
場
、
出
席
者
を
賞
賛
す
る
一
方
、
自
身
の
不
遇
な
状
況
を
嘆
く
等
の
自
謙
の
句
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

次
に
、『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
が
作
ら
れ
た
鎌
倉
期
の
詩
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
が
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
取
り
上
げ
る
の
は
、『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙5

』
所
収
、
菅
原
在
茂
の
句
題
詩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
建
久
七
年

（
一
一
九
六
）
か
ら
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
頃
に
近
衛
家
実
（
一
一
七
九
〜
一
二
四
三
）
が
主
催
し
た
詩
宴
に
て
提
出
さ
れ
た
詩
懐
紙
の
こ

と
で
、
二
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
て
い
る
。　

冬
日
同
賦
雪
飛
藪
澤
中
各
分
一
字
應
敎
詩
〈
探
得
形
字
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
學
頭
在
茂

1
雪
飛

0

0

四
面
望
旁
冷 

雪
四
面
に
飛
び
て
望
旁
く
冷
じ

2
藪
澤

0

0

之
中0

在
意
銘 

薮
沢
の
中 

意
に
在
り
て
銘
す

3
雲藪夢
高中低 

天雪

飛
惣
白 

雲
夢 

高
低 

天
惣
て
白
し

4
孟澤

中

諸
遠
近 

地雪

飛
無
靑 

孟
諸 

遠
近 

地
青
き
と
こ
ろ
無
し

5
言
談
入雪

飛月 

晉藪

中
人
思 

言
談
し
月
に
入
る 

晋
人
の
思

6
顦
顇
吟雪

飛花 

楚澤

中
客
形 

顦
顇
し
花
を
吟
ず 

楚
客
の
形
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7
唯
怪
老
頭
雖
作
鶴　

唯
だ
怪
し
む 

老
頭 

鶴
作
り
と
雖
も

8
多
年
尙
未
逹
卑
聽　

多
年
尚
ほ
未
だ
卑
聴
に
達
せ
ざ
る
こ
と
を

　

詩
題
の
「
雪
飛
藪
澤
中
（
雪
は
薮
沢
の
中
に
飛
ぶ
）」
は
、
古
句
に
典
拠
を
も
た
な
い
新
題
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
に
は
、
双
貫
語
「
藪
澤
」

が
含
ま
れ
て
い
る
。
首
聯
で
は
、
傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
詩
題
の
五
文
字
が
全
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

頷
聯
上
句
「
雲
夢
」
は
、
楚
の
藪
の
名
で
あ
る
為
、「
藪
」
を
言
い
換
え
て
い
る6

。
対
偶
関
係
に
あ
る
「
孟
諸
」
は
、
宋
の
大
澤
の
名
で
あ
る

為
、「
澤
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
上
句
「
天
惣
白
」
は
、
雪
に
よ
っ
て
空
が
見
渡
す
限
り
真
っ
白
で
あ
る
様
子
を
表
す
。
そ
れ
と
対
を
な
す

「
地
無
靑
」
で
は
地
面
が
雪
に
覆
わ
れ
草
が
全
く
見
え
な
い
様
子
を
表
す
。
い
ず
れ
も
「
雪
飛
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、頷
聯

は
、
上
句
で
「
雪
飛
藪
中
」
を
、
下
句
で
「
雪
飛
澤
中
」
を
表
し
、
一
聯
全
体
で
詩
題
を
破
題
し
て
い
る
。

　

頸
聯
上
句
「
言
談
」・「
晉
人
思
」
は
、
晋
の
裴
頠
が
そ
の
博
識
か
ら
「
言
談
の
林
藪
」
と
呼
ば
れ
た
故
事
を
典
拠
と
し
、「
藪
」
を
言
い
換

え
て
い
る
。
そ
れ
と
対
を
な
す
「
顦
顇
」・「
楚
客
形
」
は
、
楚
か
ら
追
放
さ
れ
た
屈
原
が
澤
畔
に
て
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
歌
を
吟
じ
た
故
事

を
典
拠
と
し
、「
澤
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
上
句
と
下
句
の
双
方
で
、
故
事
を
用
い
て
詩
題
が
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
本
文
が
為
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、「
入
月
」
と
「
吟
花
」
は
、
詩
題
の
「
雪
飛
」
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
雪
を
月
や
花
に
喩
え
る
用
例

は
、
詩
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
頸
聯
も
ま
た
、
上
句
で
「
雪
飛
藪
中
」
を
、
下
句
で
「
雪
飛
澤
中
」
を
表
し
、
一

聯
全
体
で
句
題
を
破
題
し
て
い
る
。

　

尾
聯
上
句
「
作
鶴
」
は
、
老
い
て
頭
髪
が
鶴
の
よ
う
に
白
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
こ
の
表
現
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
「
雪7

」
に
「
立

於
庭
上
頭
為
鶴
、
坐
在
爐
辺
手
不
亀
（
庭
上
に
立
て
れ
ば
頭
鶴
為
り
、
坐
し
て
爐
辺
に
在
れ
ば
手
亀
ま
ら
ず
）。」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
下

句
「
卑
聽
」
は
、
臣
下
の
言
葉
が
天
子
に
聞
き
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（『
毛
詩
』
小
雅
「
鶴
鳴
」）。
尾
聯
に
て
在
茂
は
、
年
老
い
、
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頭
髪
が
真
っ
白
に
な
っ
て
も
臣
下
で
あ
る
自
身
の
声
が
上
に
聞
き
届
け
ら
れ
ず
、
出
世
し
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
、
当
時
の

作
詩
に
お
い
て
も
句
題
詩
の
構
成
方
法
が
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
出
来
た
。

四
、
対
句
語
彙
集
の
利
用
方
法

　

前
節
で
見
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
を
念
頭
に
置
き
、『
文
鳳
抄
』
の
利
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、『
文
鳳
抄8

』（
巻
一
、
天
象
部
）

「
雪
」
の
項
（
見
出
し
語
）
に
見
ら
れ
る
対
語
の
一
部
を
掲
出
す
る 

。

　

雪
月
、
花
、
練
、
粉
、
紈
、
光
、
色
、
寒
、
冷
、
冴
、
封
、
鏁
、
白
、
飛
、
積
、
埋
、
凝
、
點
、
皆
以
一
字
有
雪
意
。

寒
輝
、
清
輝
、
素
輝
。
寒
色
、
冷
色
。
軽
質
、
寒
光
。
素
光
、
皓
色
。

袁
戸
、
袁
門
、
袁
扉
。

漢
時
大
雪
。
洛
陽
令
出
安
行
。
民
家
皆
除
雪
出
。
袁
安
門
無
行
路
。
安
已
死
、
令
人
除
雪
。
入
戸
見
、
安
偃
臥
。
問
云
、
何
不
出
。
安

云
、
大
雪
人
皆
餓
、
不
宜
干
人
。
賢
挙
之
。
録
異
傳

月
光
冷
、
花
色
輕
。
落
粧
散
、
柳
絮
飛
。

玉
塵
、
鉛
粉
、
銀
粉
、
素
練
。
銀
丸
。

　
『
文
鳳
抄
』
に
立
て
ら
れ
て
い
る
見
出
し
語
は
、
全
て
実
字
で
あ
り
、
詩
題
を
構
成
す
る
実
字
に
一
致
す
る
。
実
字
は
、
句
題
詩
の
頷
聯
・

頸
聯
に
お
い
て
別
の
語
に
言
い
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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見
出
し
語
「
雪
」
の
下
に
列
挙
さ
れ
る
語
句
を
見
る
と
、一
字
の
列
挙
の
後
に
「
皆
以
一
字
有
雪
意
。（
皆
一
字
を
以
て
雪
意
有
り
。）」
と

見
え
る
。
つ
ま
り
、
雪
を
別
の
一
字
で
比
喩
的
に
言
い
換
え
た
語
の
後
に
二
字
、
三
字
で
言
い
換
え
た
語
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

全
て
、
雪
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
雪
の
文
字
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
頷
聯
・
頸
聯
に
て
破
題
す
る
為
に
用
い
る
語
彙
を
集
成

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
「
雪
」
と
い
う
字
を
詩
題
に
含
む
実
例
で
確
認
し
よ
う
。
掲
出
す
る
詩
は
、『
猪
隈
関
白

記
紙
背
詩
懐
紙
』
所
収
、
平
親
輔
の
作
品
で
あ
る
。

冬
日
同
賦
雪
中
催
宴
遊
一
首
〈
以
情
爲
韻
〉

 

親
輔

1
雪
中
遠
近
眺
望
程　

雪
中 

遠
近 
眺
望
す
る
程

2
遊
宴
頻
催
感
興
幷　

遊
宴
し
て
頻
り
に
催
す 

感
興
幷
せ
た
り

3
花
色
冬
寒
梁
菀
思　

花
色 

冬
寒
し 

梁
苑
の
思

4
月
光
曉
冱
楚
臺
情　

月
光 

暁
に
冱
え
た
り 

楚
臺
の
情

5
管
絃
窗
下
玉
塵
散　

管
絃 

窓
下 

玉
塵
散
る

6
詩
酒
座
閒
銀
粉
輕　

詩
酒 

座
間 

銀
粉
軽
し

7
才
拙
性
踈
愚
昧
□　

才
拙
く
性
疎
か
に
し
て
愚
昧
の
□

8
好
文
亭
席
獨
慙
名　

文
を
好
む
亭
席 

独
り
名
を
慙
ぢ
た
り

 

※
□
は
裁
断
の
為
不
明9

　

こ
の
詩
は
、「
雪
中
催
宴
遊
（
雪
中
に
宴
遊
を
催
す
）」
と
い
う
句
題
詩
で
あ
る
。
頷
聯
で
は
、「
花
色
」
が
空
を
舞
う
雪
を
花
に
喩
え
、
そ
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れ
と
対
を
な
す
「
月
光
」
が
雪
の
輝
き
を
月
明
か
り
に
喩
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
雪
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
頸
聯
で
は
、「
玉
塵
」
が

雪
を
玉
の
よ
う
に
輝
く
塵
に
喩
え
、「
銀
粉
」
が
雪
を
銀
の
粉
に
喩
え
る
こ
と
で
、「
雪
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、『
文
鳳
抄
』
の
「
雪
」
の
見
出
し
語
以
下
の
部
分
と
当
該
詩
と
を
比
較
、
検
討
し
よ
う
。
す
る
と
、
傍
線
を
引
い
た
頷
聯
の
「
花

色
」
と
「
月
光
」、
頸
聯
の
「
玉
塵
」
と
「
銀
粉
」
に
つ
い
て
、
両
者
が
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
、『
文
鳳
抄
』
の
語

彙
と
当
該
詩
の
語
句
と
が
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
一
致
か
ら
、句
題
詩
を
構
成
す
る
際
の
本
書
の
利
用
方
法
を
考
え
た
い
。
当
該
詩
の
よ
う
に
詩
題
に
「
雪
」
を
含
む
場
合
に
は
「
雪
」

の
項
目
か
ら
、「
宴
遊
」
を
表
現
す
る
為
に
は
「
宴
遊
」
の
項
目
か
ら
、
語
句
を
選
び
、
対
句
を
構
成
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
注

文
の
付
く
語
句
を
用
い
た
場
合
に
は
、
故
事
を
踏
ま
え
た
事
に
な
り
、
本
文
を
行
っ
た
事
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
対
句
語
彙
集
を
用
い
れ
ば
、

作
者
は
、
詩
題
の
実
字
に
関
す
る
対
語
を
知
ら
ず
と
も
、
対
句
を
構
成
出
来
、
容
易
に
句
題
詩
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、

『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
の
構
成
は
、
句
題
詩
で
、
頷
聯
・
頸
聯
の
破
題
の
為
に
対
句
を
構
成
す
る
際
、
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
ま
た
、
親
輔
詩
と
『
文
鳳
抄
』
の
語
句
に
は
一
致
す
る
点
が
多
い
。『
文
鳳
抄
』
は
、
本
詩
懐
紙
よ
り
も
後
に
成
立
し
て
い
る
為
、
親
輔

が
本
書
を
利
用
し
た
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
こ
う
し
た
一
致
が
確
認
出
来
た
こ
と
は
、
親
輔
が
『
文
鳳
抄
』
の
よ
う
な
対
句
語
彙
集
を
利

用
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
等
が
成
立
し
た
鎌
倉
期
に
お
け
る
対
句
語
彙
集
利
用
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。
検
討
の
対
象
は
、

『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
所
収
詩
で
あ
る
。

　

前
節
に
て
、
菅
原
在
茂
の
「
雪
飛
藪
澤
中
」
と
い
う
句
題
詩
を
見
た
。
こ
れ
と
同
じ
詩
題
を
も
つ
大
江
周
房
、
平
親
輔
の
詩
が
あ
る
。

大
江
周
房
詩
の
頸
聯
に
は
、「
悉
鋪
白
沙
雲
夢
地
、
剩
翻
銀
粉
孟
諸
程
（
悉
く
白
沙
を
鋪
く 

雲
夢
の
地
、
剰
へ
銀
粉
を
翻
す 

孟
諸
の
程
）。」
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と
あ
る
。
在
茂
詩
と
同
様
、「
雲
夢
」・「
孟
諸
」
の
対
句
が
、
双
貫
語
「
藪
澤
」
を
言
い
換
え
る
為
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
親
輔
詩

の
頷
聯
に
は
、「
花
飄
不
馥
言
談
處
、
月
冱
旁
明
遊
獵
程
（
花
飄
り
て
馥
し
か
ら
ず 

言
談
の
処
、
月
冱
え
て
旁
く
明
ら
か
な
り 

遊
猟
の
程
）。」

と
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、「
言
談
」
が
先
に
も
見
た
裴
頠
の
故
事
を
用
い
て
「
藪
」
を
言
い
換
え
て
お
り
、
在
茂
詩
と
一
致
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
詩
に
詩
題
を
言
い
換
え
る
対
語
が
共
通
す
る
例
は
、
本
詩
懐
紙
の
作
品
中
に
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、「
惜
春
山
路
閒
（
春
を
惜
し
む
山
路
の
間
）」
詩
群
を
見
る
。
こ
の
詩
群
の
作
者
に
は
、
源
家
俊
、
大
江
匡
範
、
菅
原
在
高
、
近
衛

兼
基
、
平
知
基
、
平
親
輔
が
い
る
。
源
家
俊
詩
の
頸
聯
に
、「
古
蹤
花
殘
樵
客
思
、
□
棲
鶯
老
隱
倫
情
（
古
跡 

花
残
る 

樵
客
の
思
、
□
棲 

鴬

老
ゆ 

隠
倫
の
情
）。」
と
あ
る
。
下
三
字
「
樵
客
思
」
は
、「
樵
客
」
が
山
に
住
む
き
こ
り
を
表
し
、「
隱
倫
情
」
は
、「
隱
倫
」
が
世
間
か
ら

離
れ
、
山
な
ど
に
隠
遁
す
る
人
物
を
表
す
。
つ
ま
り
、「
樵
客
思
」
と
「
隱
倫
情
」
と
い
う
対
偶
関
係
は
、「
山
路
」
を
言
い
換
え
る
。
こ
れ

は
、
平
親
輔
詩
の
頸
聯
に
も
「
恨
半
日
傾
樵
客
思
、
勞
□
霞
散
隱
倫
情
（
半
を
恨
み
日
傾
く 

樵
客
の
思
、
□
を
労
ひ
霞
散
る 

隠
倫
の
情
）。」

と
見
出
せ
る
。「
樵
客
」
と
「
隱
倫
」
と
い
う
対
偶
関
係
は
、『
本
朝
無
題
詩10

』（
巻
一
、
山
家
春
雪
）
の
藤
原
茂
明
詩
に
も
「
樵
客
没
蹤
尋
始

至
、
隱
倫
寄
望
聚
將
看
（
樵
客 

跡
を
没
し
尋
ね
て
始
め
て
至
り
、
隠
倫 

望
を
寄
せ
聚
ま
り
て
将
に
看
ん
と
す
）。」
と
見
出
せ
る
。
し
か
し
、

三
字
の
対
偶
関
係
が
全
く
同
じ
で
あ
る
も
の
は
、
当
該
の
二
紙
だ
け
で
あ
る
。

　

続
い
て
、「
蟬
響
滿
東
西
（
蝉
響
東
西
に
満
つ
）」
詩
群
を
見
よ
う
。
詩
題
に
は
、「
東
西
」
と
い
う
双
貫
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
詩
の
作
者

に
は
、
平
時
宗
、
平
時
兼
、
敦
□11

が
い
る
。
平
時
宗
詩
の
頷
聯
は
、「
新
月
光
前
聞
更
冷
、
斜
陽
影
下
耳
相
驚
（
新
月 

光
前
に
聞
き
て
更
に

冷
じ
、
斜
陽 

影
下
に
耳
相
驚
く
）。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
新
月
」
が
東
に
出
た
ば
か
り
の
月
を
意
味
し
、「
東
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
対

と
な
る
「
斜
陽
」
は
、
傾
き
か
か
っ
た
太
陽
の
意
で
「
西
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
こ
の
対
偶
関
係
は
、
同
じ
詩
宴
で
詠
ま
れ
た
平
時
兼
詩

の
頷
聯
に
も
「
斜
陽
傾
處
調
琴
曲
、
新
月
昇
時
擊
磐
聲
（
斜
陽
傾
く
処 

琴
を
調
ふ
曲
、
新
月
昇
る
時 

磐
を
撃
つ
声
）。」
と
見
出
せ
る
。



─ 32 ─ （349）

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
詩
題
を
も
つ
詩
の
間
で
対
語
が
共
通
す
る
こ
と
は
、
参
加
者
の
間
に
共
通
す
る
対
句
語
彙
集
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る

と
考
え
る
。
特
に
双
貫
語
を
言
い
換
え
る
対
偶
関
係
が
一
致
し
て
い
る
例
を
見
出
せ
た
こ
と
は
、
そ
の
考
え
を
補
強
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。
本
資
料
が
詩
懐
紙
で
あ
る
点
か
ら
、
二
書
と
の
関
わ
り
を
述
べ
る
の
は
、
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
二
書
に
先
行
す
る
対
句
語
彙
集
が
詩

宴
の
出
席
者
の
間
で
共
有
さ
れ
て
お
り
、
二
書
の
撰
者
も
そ
れ
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
、
指
摘
出
来
る
だ
ろ
う
。

五
、『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
に
つ
い
て

　

前
節
で
は
、『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
と
同
時
期
に
成
立
し
た
『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
所
収
詩
を
考
察
し
た
。
本
節
で
は
、
時
代

を
少
し
下
げ
、
二
書
を
利
用
し
た
可
能
性
の
高
い
『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
を
用
い
て
、
そ
の
実
態
を
検
討
し
た
い
。

　
『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
は
、近
衛
兼
教
（
一
二
六
七
〜
一
三
三
六
）
が
高
山
寺
に
奉
納
し
た
『
五
部
大
乗
経
』
の
紙

背
文
書
で
あ
る
。
そ
の
成
立
時
期
は
、
弘
安
か
ら
永
仁
（
一
二
八
〇
年
代
〜
一
二
九
〇
年
代
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
兼
教
が
主
催

す
る
詩
宴
に
て
提
出
さ
れ
た
詩
懐
紙
で
、
後
に
反
故
と
な
り
、
そ
の
紙
背
が
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
詩
懐
紙
は
現
存
す
る
も
の
が

少
な
い
為
、
鎌
倉
期
の
形
式
や
詩
の
内
容
を
知
る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
だ
と
い
え
よ
う
。
元
来
、
高
山
寺
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、

後
に
そ
の
一
部
が
寺
外
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
散
佚
後
の
状
況
や
、
そ
こ
に
名
前
の
見
え
る
作
者
に
つ
い
て
は
是
澤
恭
三
氏
に
よ
っ

て
整
理
さ
れ
て
い
る12

。
ま
た
、
堀
川
貴
司
氏
は
、
本
詩
懐
紙
の
形
式
を
整
理
さ
れ
、「
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
と
ほ
ぼ
同
様
の
場
に
お
け
る

三
〜
四
世
代
後
の
様
子
が
窺
え
る
資
料
」
と
述
べ
る13

。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
幸
田
成
友
氏
が
本
詩
懐
紙
を
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
し
て
い

た
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
「
鎌
倉
末
名
家
詩
懐
紙
」
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。
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本
詩
懐
紙
は
、
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
る
際
、
天
地
左
右
が
裁
断
さ
れ
た
為
、
出
席
者
の
名
前
や
詩
の
内
容
が
完
全
に
わ
か
る
も
の
は
少

な
い
。
名
前
を
確
認
出
来
る
作
者
に
は
、
近
衛
兼
教
、
源
顕
資
、
平
仲
親
、
平
親
基
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐

紙
』
に
作
者
と
し
て
名
前
が
見
え
る
人
物
の
子
孫
で
あ
り
、近
衛
家
と
非
常
に
繫
が
り
が
深
い
人
々
で
あ
る
。
堀
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

本
詩
懐
紙
の
作
品
が
作
ら
れ
た
状
況
は
『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
に
類
似
す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
懐
紙
の
詩
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
節
以
下
で
は
、
詩
の
内
容
の
考
察
を
通
し

て
、『
文
鳳
抄
』、『
擲
金
抄
』
を
含
む
対
句
語
彙
集
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

六
、『
文
鳳
抄
』、『
擲
金
抄
』
利
用
の
可
能
性

　
『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
に
は
、「
右
近
衛
権
中
将
」、「
右
近
衛
中
将
」
と
い
う
官
職
名
と
花
押
の
み
記
さ
れ
た
懐
紙

が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
「
右
近
衛
権
中
将
」
と
記
す
人
物
の
作
品
を
掲
出
す
る
。

秋
夜
同
賦
入
夜
有
虫
聲
詩
〈
以
便
爲
韻
〉

　
　
　
　
　
　
　

右
近
衛
権
中
将
﹇
花
押
﹈

1
□
從
露
霑
唯
入
夜　

□
従
ひ
露
霑
ふ 

唯
だ
夜
に
入
る

2
草
□
喞
々
有
虫
聲　

草
□
喞
々
と
し
て
虫
声
有
り

3
鳬
鐘
未
報
破
夢
處　

鳬
鐘 

未
だ
報
ぜ
ず 

夢
を
破
る
処

4
虬
漏
頻
移
滿
耳
程　

虬
漏 

頻
り
に
移
る 

耳
に
満
つ
る
程
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5
野
外
怨
深
敧
枕
思　

野
外 

怨
み
深
し 

枕
を
敧
つ
る
思

6
叢
端
韻
急
擧
燈
情　

叢
端 

韻
急
な
り 

燈
を
挙
ぐ
る
情

7
不
堪
自
本
催
時
興　

堪
へ
ず 

本
よ
り
時
興
を
催
し

8
此
□
眺
望
□
□
□　

此
□
眺
望
□
□
□　
　
　
　
　
　

※
□
は
裁
断
の
為
不
明

　
「
入
夜
有
虫
聲
（
夜
に
入
り
て
虫
声
有
り
）」
と
い
う
詩
題
を
も
つ
句
題
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
は
、
藤
原
忠
通
の
別
集
で
あ
る
『
法
性
寺

殿
御
集
』
に
見
ら
れ
る
。
詩
題
の
典
拠
は
な
く
、
忠
通
が
詩
を
作
っ
た
際
に
、
新
題
と
し
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
詩
の
場
合
、

先
祖
で
あ
る
忠
通
が
用
い
た
詩
題
を
子
孫
の
兼
教
が
流
用
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

当
該
詩
は
、
句
題
詩
で
あ
る
為
、
頷
聯
・
頸
聯
で
は
詩
題
を
破
題
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
頸
聯
に
注
目
し
た
い
。
上
句
で
は
、

「
野
外
怨
深
」
が
、
外
で
虫
が
秋
の
終
わ
り
を
怨
ん
で
鳴
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
詩
題
の
「
有
虫
聲
」
を
言
い
換
え
る
。「
敧
枕
思
」
は
、

夜
に
な
り
枕
を
傾
け
、
虫
の
声
に
聞
き
耳
を
立
て
る
こ
と
を
意
味
し
、「
入
夜
」
を
言
い
換
え
る
。
下
句
で
は
、「
叢
端
韻
急
」
が
、
叢
で
鳴

く
虫
の
音
が
せ
わ
し
い
こ
と
を
意
味
し
、「
有
虫
聲
」
を
言
い
換
え
る
。
ま
た
、「
擧
燈
情
」
は
、
夜
に
な
り
燈
を
つ
け
る
こ
と
を
意
味
し
、

「
入
夜
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
句
で
詩
題
が
破
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
内
、
詩
題
の
「
虫
聲
」
を
言
い
換
え
る
「
野
外
怨
深
」・「
叢
端
韻
急
」
と
い
う
対
偶
関
係
は
、『
文
鳳
抄
』（
巻
九
、
鳥
獣
部
）
の

「
虫
」
の
項
目
に
「
叢
端
韻
急
、
野
外
怨
深
」
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
他
に
用
例
は
見
え
ず
、
当
該
詩
の
作
者
は
、
こ
の
部
分
を
参
考
に
し

て
詩
を
作
っ
た
と
考
え
る
。『
文
鳳
抄
』
の
影
響
を
指
摘
出
来
る
詩
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
次
に
、
右
近
衛
中
将
の
詩
を
掲
出
す
る
。

三
月
三
日
同
賦
酌
酒
對
桃
花
一
首　
　
〈
以
粧
爲
韻
〉

　
　
　
　
　
　
　

右
近
衛
中
将
﹇
花
押
﹈
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1
□
萊
遍
對
桃
花
艷　
　

□
萊 

遍
く
桃
花
の
艶
に
対
ふ

2
酌
酒
□
朝
勤
感
腸　
　

酒
を
酌
む 

□
朝 

勤
め
て
腸
に
感
ず

3
蓮
子
幾
廻
□
□
艷　
　

蓮
子
は
幾
廻
り
ぞ 

□
□
の
艶

4
荊
南
餘
味
万
年
□　
　

荊
南
の
余
味 

万
年
の
□

5
霞
光
旁
染
玉
山
下　
　

霞
光
は
旁
た
染
む 

玉
山
の
下

6
火
□
無
銷
藍
水
傍　
　

火
□
は
消
ゆ
る
こ
と
無
し 

藍
水
の
傍

7
一
詠
一
吟
詩
席
興　
　

一
詠
一
吟 

詩
席
の
興

8
此
中
与
友
□
□
□　
　

此
の
中
に
友
と
□
□
□　
　
　
　
　

※
□
は
裁
断
の
為
不
明

　

本
詩
懐
紙
は
、
三
月
三
日
の
詩
宴
に
て
作
ら
れ
て
い
る
。「
酌
酒
對
桃
花
（
酒
を
酌
み
て
桃
花
に
対
ふ
）」
と
い
う
詩
題
は
、
先
に
取
り
上

げ
た
『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
に
見
え
る
。『
猪
隈
関
白
記15

』
正
治
元
年
（
一
二
〇
〇
）
三
月
三
日
条
に
、「
有
作
文
。
題
云
、
酌
酒
對

桃
花
、
以
春
爲
韻
。
在
茂
朝
臣
獻
之
。（
作
文
有
り
。
題
に
云
ふ
、
酒
を
酌
み
て
桃
花
に
対
ふ
、
春
を
以
て
韻
と
す
。
在
茂
朝
臣
、
之
を
献

ず
。）」
と
あ
り
、
詩
宴
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
詩
題
の
典
拠
は
な
く
、
在
茂
が
新
題
と
し
て
案
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
該

詩
は
、
同
じ
三
月
三
日
の
詩
宴
の
題
と
し
て
、
先
祖
の
家
実
の
詩
宴
で
の
詩
題
を
流
用
し
た
と
考
え
る
。

　

頷
聯
の
「
蓮
子
幾
廻
」・「
荊
南
餘
味
」
と
い
う
対
偶
関
係
に
注
目
し
た
い
。
上
句
「
蓮
子
」
は
、『
白
氏
文
集
』（1330

、
郡
樓
夜
宴
留
客
）

の
「
艷
聽
竹
枝
曲
、
香
傳
蓮
子
盃
（
艶
は
竹
枝
曲
に
聴
き
、
香
は
蓮
子
盃
を
伝
ふ
）。」
を
典
拠
と
し
、
盃
を
意
味
し
、
詩
題
の
「
酌
酒
」
を

言
い
換
え
て
い
る
。
下
句
「
荊
南
」
は
、
非
常
に
お
い
し
い
酒
で
有
名
な
地
の
名
前
で
、「
酌
酒
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。「
酌
酒
」
を
言
い

換
え
る
対
偶
関
係
は
、『
文
鳳
抄
』（
巻
六
、
飲
食
部
）
の
「
酒
」
の
項
に
「
蓮
子
幾
廻
、
荊
南
餘
味
。
蓮
子
ハ
盃
名
ナ
リ
。」
と
あ
る
の
と
一
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致
す
る
。
ま
た
、『
擲
金
抄
』（
巻
中
、
飲
食
部
）
の
「
酒
」
の
項
目
に
も
「
蓮
子
幾
廻
、
荊
南
餘
味
」
と
あ
り
、
一
致
す
る
。
全
く
同
じ
対

偶
関
係
を
も
つ
用
例
は
、
他
に
な
く
、
二
書
に
列
挙
さ
れ
た
対
語
と
の
み
一
致
す
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
詩
の
作
者
が
、

二
書
を
参
考
に
詩
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
、『
文
鳳
抄
』
と
同
様
の
対
句
語
彙
集
で
あ
る
『
擲
金
抄
』
を
典
拠
と
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
そ
の
可
能
性
か
ら
、
同
じ
作
者

の
次
の
作
品
を
検
討
し
た
い
。

冬
日
同
賦
雪
深
樵
隱
家
詩
〈
題
中
取
韻
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
衛
中
将
﹇
花
押
﹈

1
樵
隱
家
□
多
感
事　
　

樵
隠
の
家
□ 

感
ず
る
事
多
し

2
安
露
□
□
雪
方
深　
　

安
露
□
□
雪
方
に
深
し

3
九
冬
花
隂
負
薪
思　
　

九
冬 

花
陰 

薪
を
負
ふ
思

4
千
里
月
前
練
策
□　
　

千
里 

月
前 

策
を
練
る
□

5
溪
北
嵐
□
寒
雨
地　
　

渓
北 

嵐
□ 

寒
雨
の
地

6
□
陽
日
暮
白
雲
□　
　

□
陽 

日
暮
る 

白
雲
の
□

7
□
□
□
□
□
□
□　
　

□
□
□
□
□
□
□　
　
　
　

※
□
は
裁
断
の
為
不
明

　

頸
聯
上
句
「
溪
北
」
と
対
偶
関
係
に
あ
る
「
□
陽
」
の
欠
字
に
つ
い
て
、
そ
の
推
定
を
試
み
た
い
。
こ
の
詩
は
、「
雪
深
樵
隱
家
（
雪
深
し

樵
隠
の
家
）」
と
い
う
詩
題
を
も
つ
句
題
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
に
含
ま
れ
る
「
樵
隱
」
は
、
双
貫
語
で
あ
る
為
、
頷
聯
・
頸
聯
に
お
い
て
上

句
と
下
句
に
分
け
て
詠
む
必
要
が
あ
る
。
上
句
「
溪
北
」
は
、
後
漢
の
鄭
弘
が
若
耶
渓
で
き
こ
り
を
し
て
い
た
時
、
そ
こ
で
、
出
会
っ
た
仙
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人
に
風
が
北
に
吹
く
よ
う
頼
ん
だ
故
事
を
踏
ま
え
、「
樵
」
を
言
い
換
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
を
な
す
下
句
で
は
、「
隱
」
を
言
い
換
え
る

必
要
が
あ
る
。『
擲
金
抄
』（
巻
下
、
人
倫
部
）
に
は
、「
樵
隱
」
の
項
目
が
あ
り
、「
溪
北
嵐
、
淮
陽
雲
、
渭
陽
浪
」
と
対
語
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
利
用
の
状
況
と
文
字
の
残
存
部
分
か
ら
欠
字
部
分
に
は
、「
淮
」
が
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
語
句
が
「
淮
陽
」
で
あ
る
な
ら

ば
、
こ
れ
は
漢
の
應
曜
が
淮
陽
山
中
に
隠
遁
し
た
ま
ま
出
仕
し
な
か
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
隱
」
を
言
い
換
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
双
貫
語
を
対
句
と
し
て
表
現
出
来
て
お
り
、
作
者
は
、
故
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
部
分
を
参
考
に
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
、『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
所
収
詩
を
例
に
と
り
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
た
。
詩
題
に
は
、
か
つ
て
忠
通
、

家
実
の
詩
宴
で
作
ら
れ
た
も
の
が
流
用
さ
れ
て
お
り
、
忠
通
等
の
影
響
が
窺
え
る
。
ま
た
、
詩
の
対
偶
関
係
か
ら
『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』

を
実
際
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
出
来
た
。
こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
述
べ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
二
書
の
利
用
の
姿
を
詩
の
実
作
に
お
い
て

見
出
せ
た
こ
と
は
、
二
書
の
流
行
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
利
用
の
指
摘
は
、
本
詩
懐
紙
の
欠
字
部
分
の
推
定
を
可
能
に
し
、
詩
懐
紙
作

品
全
体
を
把
握
す
る
為
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

七
、
終
わ
り
に

　

平
安
中
期
に
確
立
さ
れ
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
は
、
鎌
倉
期
に
お
い
て
も
守
ら
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
詩
作
の
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
対
句
語
彙
集
『
文
鳳
抄
』・『
擲
金
抄
』
の
利
用
方
法
と
深
く
関
わ
る
。
二
書
の
見
出
し
語
は
、
句
題
詩
の
詩

題
の
実
字
と
一
致
し
、
そ
の
下
に
列
挙
さ
れ
た
対
語
は
、
い
ず
れ
も
実
字
を
言
い
換
え
る
為
の
語
句
で
あ
る
。
詩
の
作
者
は
、
主
と
し
て
頷
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聯
・
頸
聯
に
お
け
る
破
題
を
行
う
為
に
二
書
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
書
と
同
時
期
に
成
立
し
た
『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
所
収
詩
に
は
、
同
じ
詩
題
を
持
つ
句
題
詩
の
間
で
、
対
語
の
一
致
が
散
見
さ

れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
当
時
、
対
句
語
彙
集
が
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
出
来
た
。
ま
た
破
題
に
用
い
ら
れ
て
い
る
対
語
の
中
に
は

『
文
鳳
抄
』
と
一
致
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
両
者
の
成
立
時
期
か
ら
、『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
に
先
行
す
る
対
句
語
彙
集
が
存
在
し
、

詩
懐
紙
の
作
者
や
二
書
の
撰
者
は
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
所
収
詩
の
考
察
を
通
し
て
、
先
祖
で
あ
る
忠
通
、
家
実
の
詩
宴
の
影
響
と
共
に
、

『
文
鳳
抄
』
や
『
擲
金
抄
』
が
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
た
姿
を
窺
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
書
が
当
時
流
行
し
て
い
た
こ
と
の
証
と
言
え
よ

う
。
但
し
、
こ
う
し
た
対
句
語
彙
集
利
用
の
例
は
、
取
り
上
げ
た
二
つ
の
詩
懐
紙
群
作
品
の
一
部
に
留
ま
る
。
二
つ
の
詩
懐
紙
群
に
は
、
破

題
の
際
に
、
詩
題
を
言
い
換
え
る
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
な
い
詩
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
二
書
は
、
破
題
の
基
本
で
あ
る
語
句
の

言
い
換
え
を
学
ぶ
為
の
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
今
後
は
、
取
り
上
げ
た
詩
懐
紙
群
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
二
書
の
利
用
の
状
況
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
先
祖
で
あ
る
忠
通
の
詩
壇
、
家
実
の
詩
壇
と
『
近
衛
兼
教
一
筆
五
部
大
乗
経
紙
背
詩
懐
紙
』
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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註1 
山
崎
誠
「
菅
大
府
卿
為
長
伝
小
考
」（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
七
九
年
七
月
）。

2 
本
間
洋
一
「『
文
鳳
抄
』
の
編
纂
素
材
に
つ
い
て
」（『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
八
八
年
七
月
）。

3 

佐
藤
道
生
「『
擲
金
抄
』
解
題
」（『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）。

4 

句
題
詩
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
佐
藤
道
生
「
句
題
詩
概
説
」（『
句
題
詩
研
究 

古
代
日
本
の
文
学
に
見
ら
れ
る
心
と
言
葉
』
佐

藤
道
生
編
、
慶
應
義
塾
大
学
21
世
紀C

O
E

心
の
統
合
的
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
漢
詩
文
・
漢
文
学
」（『
日
本
文
学
史　

古
代
・

中
世
編
』
小
峯
和
明
編
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
や
堀
川
貴
司
「
句
題
詩
の
詠
法
と
場
」（『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ　

―

中
世
日
本
漢
文
学
研
究
―
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
五
年
五
月
）
を
参
照
。

5 

本
文
は
大
曾
根
章
介
・
後
藤
昭
雄
・
山
崎
誠
・
佐
藤
道
生
「
陽
明
文
庫
蔵
猪
隈
關
白
記
紙
背
詩
懷
紙
」（『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
5　

中
世
文

学
と
漢
文
学
Ⅰ
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。
山
崎
誠
氏
は
「
陽
明
文
庫
蔵
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
本

詩
懐
紙
の
成
立
時
期
や
作
者
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。（
前
掲
註
1
書
、
初
出
一
九
八
二
年
六
月
）。

6 

以
下
に
語
句
の
典
拠
を
挙
げ
る
。
◯
雲
夢
〔
文
選
巻
十
九
、
高
唐
賦
、
宋
玉
〕
昔
者
楚
襄
王
、
與
宋
玉
游
於
雲
夢
之
臺
。﹇
李
善
注
﹈
漢
書
音

義
張
揖
曰
、雲
夢
楚
藪
也
。
在
南
郡
華
容
縣
、其
中
有
臺
館
也
。
◯
孟
諸
〔
文
選
巻
七
、子
虚
賦
、司
馬
相
如
〕
且
齊
東
陼
鉅
海
、南
有
琅
邪
。（
中

略
）
浮
渤
澥
、
游
孟
諸
。﹇
李
善
注
﹈
文
穎
曰
宋
大
澤
也
。
故
屬
齊
。
◯
言
談
・
晉
人
思
〔
晋
書
巻
三
十
五
、
裴
頠
伝
〕
時
人
謂
頠
為
言
談
之

林
藪
。
◯
月
〔
百
二
十
詠
、
雪
〕
地
疑
明
月
夜
、
山
似
白
雲
朝
。
◯
顦
顇
・
楚
客
形
〔
文
選
巻
三
十
三
、
漁
父
、
屈
原
〕
屈
原
既
放
、
遊
於

江
潭
、
行
吟
澤
畔
。
顔
色
憔
悴
、
形
容
枯
槁
。
◯
花
〔
白
氏
文
集
、0746

、
答
馬
侍
御
見
贈
〕
苑
花
似
雪
同
隨
輦
、
宮
月
如
眉
伴
直
廬
。
な
お
、

本
文
右
横
の
小
字
は
、
詩
句
と
詩
題
と
の
対
応
関
係
を
稿
者
が
考
え
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

7 

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
詩
句
に
関
し
て
は
、
佐
藤
道
生
・
柳
澤
良
一
『
和
漢
朗
詠
集
／
新
撰
朗
詠
集
』（
和
歌
文
学
大
系
47
、
明
治
書
院
、
二

〇
一
二
年
）
の
本
文
、
作
品
番
号
、
訓
読
、
注
釈
を
参
照
。

8 

以
下
、
川
口
久
雄
『
真
福
寺
本　

文
鳳
抄
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
一
年
）
の
影
印
に
拠
る
。
ま
た
適
宜
、
本
間
洋
一
校
注
『
歌
論
歌
学
集
成 

別
巻
二　

文
鳳
抄
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

9 

以
下
、
□
は
不
明
箇
所
。
本
作
品
は
詩
懐
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
後
に
料
紙
と
さ
れ
た
為
、
欠
損
し
判
読
出
来
な
い
箇
所
が
存
在
す
る
。

10 

『
本
朝
無
題
詩
』
所
収
の
詩
句
に
関
し
て
は
、
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』（
新
典
社
、
一
九
九
二
〜
一
九
九
四
年
）
の
本
文
、
訓
読
、
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注
釈
を
参
照
。

11 

裁
断
さ
れ
て
お
り
、
作
者
名
は
不
明
。

12 
是
澤
恭
三
「
紙
背
文
書
の
散
佚　

高
山
寺
蔵
近
衛
兼
教
一
筆
大
乗
教
の
例
」（『
古
文
書
研
究
』
第
九
号
、
一
九
七
五
年
十
二
月
）。

13 
堀
川
貴
司
「
詩
懐
紙
通
観
」（
前
掲
注
４
書
、
初
出
二
〇
〇
三
年
二
月
）。

14 

『
大
日
本
古
記
録　

猪
隈
関
白
記
一
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　

【
附
記
】
ご
所
蔵
資
料
の
引
用
を
許
し
て
下
さ
っ
た
陽
明
文
庫
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。


